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美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定方針 

 

Ⅰ．美祢市人口ビジョン 

 

１ 策定の趣旨 

   本市における人口の現状を分析し、市民と人口問題についての認識を共有するととも

に、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示し、美祢市まち・ひと・しごと

創生総合戦略において効果的な施策を企画立案する上で重要な基礎とするために策定す

る。 

 

２ 対象期間 

  国・県と同様に平成 72年（2060年）までを対象期間とする。 

 

３ 人口の現状分析 

  人口問題の認識の共有に向けて、その基礎となる人口動向の変化、要因などについて

現状分析を行い、現在の趨勢で推移した場合の将来人口の見通しを作成する。 

 

（１）人口動向分析 

ア 総人口、年齢３区分別人口、出生数、死亡数、転入数、転出数などについて、

時系列で状況を分析する。 

イ 性別・年齢階層別の市内外の人口移動の状況を分析する。 

ウ 産業別の就業状況や雇用状況などについても分析を行う。 

 

（２）将来人口の見通し 

今後も、現状の出生率が続く場合の「将来人口の見通し」を作成する。 

 

４ 人口の変化が本市の将来に及ぼす影響の分析・考察 

  現在の趨勢で推移した場合の将来人口の見通しに基づき、今後の人口変化が本市の将

来に及ぼす影響についての分析・考察を行う。 

 

 

 

５ 人口の将来展望 

  人口減少の克服に向けて、今後、本市が目指すべき将来像、方向性と将来の展望を提

示する。 

 

 市民生活、地域経済、市の行財政等への影響について分析・考察を行う。 

資料２ 
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（１）目指すべき将来像と将来の方向 

目指すべき将来像と市民の希望を実現するための施策の基本方向を設定する。 

 

（２）将来展望に必要な調査・分析 

将来の展望に向けて、必要な調査を実施し、分析する。 

 

 

 

 

（３）人口の将来展望 

「目指すべき将来の方向」を踏まえた施策の効果を見込み、国や県の長期ビジョン

を勘案した自然増減や社会増減に関する仮定を置いて、本市の将来人口を展望する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

１ 策定の趣旨 

   本市における最重要課題である人口減少問題を克服し、定住促進を加速化するため、

総合計画に掲げる政策・施策を基本として、実効ある取組みを総合的に進め、本市のま

ち・ひと・しごとの創生を実現する上での指針として策定する。 

 

２ 戦略の期間 

  国・県と同様に平成２７年度から平成３１年度までの５年間とする。 

 

３ 戦略の構成 

 （１）「総合戦略」と「アクションプラン」の２部構成とする。 

① 総合戦略 

      施策の基本的方向や重点的な取組方向を示す戦略で、構成は以下のとおりとす

る。 

ア 基本的視点：人口ビジョンで設定する「目指すべき将来像と市民の希望を

実現するための施策の基本方向」とする。 

 

 結婚・出産・子育てに関する市民の意識・希望の調査や高校生・大学生の地元

就職意識調査など 

 《仮定》 

① 自然増減：希望出生率の実現等 

② 社会増減：県外への人口移動の縮減や移住希望などに基づく移動率 

等 
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イ 基本目標：本市の人口ビジョンを踏まえて、一定の政策分野ごとの目標を

設定する。 

※基本目標ごとに「数値目標」を設定する。 

        

（国の総合戦略における基本目標） 

 ○「地方における安定した雇用を創出する」 

 ○「地方への新しいひとの流れをつくる」 

 ○「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」 

 ○「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地

域を連携する」 

 

（山口県の総合戦略における政策目標） 

 ○「産業振興による雇用の創出」 

 ○「人材の定着・還流・移住の推進」 

 ○「結婚・出産・子育て環境の整備」 

 ○「持続可能で元気な地域社会の形成」 

 

ウ 施策の柱：基本目標の実現に向けた柱となる施策を設定する。 

エ 施策展開：施策の推進方向を明示する。 

② アクションプラン 

具体的な施策を実効的に進めるための個別具体的な事業推進やその工程表を明

示する。 

 ※施策ごとに重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定 

 

 （２）アクションプランの見直し 

    毎年度、定期的に重要業績評価指標の達成状況を評価した上で、国・県の対策や

取組みも勘案し、所要の見直し・改定を実施する。 

   

４ 総合戦略と総合計画の関係 

  総合戦略は人口減少克服・地方創生を目的とするが、総合計画は、本市の総合的な振

興・発展などを目的としており、その目的、含まれる政策・施策の範囲は必ずしも同一

ではない。 

しかし、総合戦略は、基本的に総合計画を基本として策定するものであることから、両

者間の整合を図る必要がある。特に総合戦略において、数値目標や重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）を設定する場合、総合計画において設定している目標指標との整合を図る必要があ

る。 
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Ⅲ．共通事項 

１ 策定体制（６ページ参照） 

（１）審議機関 

幅広い年齢層の市民をはじめ、市議会、産官学金労言（産業界・関係行政機関・

教育機関・金融機関・労働団体・メディア）等で組織する「美祢市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略審議会」に諮問して、策定する。 

策定後の進行管理・評価も同審議会が担うこととする。 

 

（２）市民意見の反映 

ア 市民意識調査 

市民の結婚・出産・子育てに関する意識や希望の調査等を行う。 

 

イ 審議機関委員の公募 

  幅広い年齢層の市民の参画を得るため、審議会委員の一部を公募する。 

 

ウ パブリックコメント 

幅広く市民の意見を反映するため、パブリックコメントを実施する。 

 

エ その他 

  市広報、ホームページ等により適宜、策定状況を市民に周知する。 

 

（３）市内部の推進組織 

市長を本部長とする「美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定本部」を設置

し、原案の作成を行う。 

必要に応じて、下部組織である幹事会や作業部会で、原案作成のために必要な資

料の収集、整理等の作業を行う。 

 

２ 策定スケジュール（別紙 参照） 

  平成２７年１０月中旬までの策定を目途とする。 
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全体構成 

美祢市人口ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

総 合 戦 略 

   

基 本 的 視 点 

基 本 目 標 

施 策 の 柱 

施 策 展 開 
 

 

アクションプラン 

 

人口の現状分析 

人口の動向分析 

 

将来人口の推計と分析 

 

 

人口の変化が本市の将来に及

ぼす影響の分析・考察 

 

人口の将来展望 

目指すべき将来像と将来の方向 

 

将来展望に必要な調査・分析 

 

 

人口の将来展望 

自然増減 社会増減 

 

 

総人口や年齢３区分別人口等の将

来を展望 
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美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定体制

諮問

答申

報告

意見
・提案

意
見
・
提
案

情
報
提
供

意
見
・
提
案

ア
ド
バ
イ

ザ
ー

依
頼

審議機関
行 政

まち・ひと・しごと創生

総合戦略審議会

市長の諮問に応じ、総合戦略

に関する事項を調査審議

まち・ひと・しごと創生

総合戦略策定本部

市民参画

事務局

企画政策課

本部会

【本部長】 市長

【副本部長】 副市長、教育長

【委員】 各部長級

総合戦略の原案策定

市民アンケート調査
無作為抽出

企業等との意見交換
関連分野の課題の把握や、

意見・要望等の把握

パブリックコメント
総合戦略素案を公開し、広

く市民意見を聴取

市議会

幹事会

【幹事長】 企画政策課長

【幹事】 各課長級

総合戦略の素案作成・調整

作業部会

全課・室

各課長補佐・係長級

アドバイザー

山口大学
（地域未来創生センター）

総合戦略策定の特別アドバ

イザー


